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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長　川　前　金　幸
2020年はコロナウイルス感染症によるパンデミック勃発で幕が明けた。過去にはインフ
ルエンザウイルスによるスペイン風邪があった。第１波は1918年３月にアメリカで発症、
ヨーロッパ進軍とともに大西洋を渡り、５月頃からヨーロッパへ、第２波は同年秋に世界
中へ蔓延し、病原性がさらに高まって死者が急増した。第３波は1919年春から秋にかけ
て、第２波同様に世界中へ蔓延し、最初に医師・看護師の感染者が続出し、医療崩壊した
といわれている。生き残った人々は抗体を獲得し、集団免疫を形成することで感染者は減
少し、終息へとこぎつけた。世界では５億人（人口の1/3）が感染し、２千万～１億人が
死亡した。日本でも記録によると総数で2400万人の感染、38万人の死亡（人口の1.6％）
と記録がある。６月10日現在、日本のコロナ感染患者は18000人、死亡者は約1000人、欧
米諸国とは断トツの開きはあるがまだまだ予断は許さない。経済活動は停止し、教育、社
会活動などあらゆる業種が自粛、自宅待機あるいは営業停止を求められた。
2020年東京オリンピックもできるかどうかわからないが、来年に持ち越した。東日本医
科学生の体育大会、高校球児の甲子園大会も中止である。また、山形の夏祭り「花笠まつ
り」も中止となった。大学でも、学生の講義はすべからくウエブにより通信で行われ、一
時はアルバイト、クラブ活動も中止となった。私も60年生きてきて始めての経験である。
政府は国民へ支援金を無計画にばらまき、これからの日本の経済はいかなるものかと極め
て不安になるところである。６月19日ようやく国内の他県間の移動が可能、三蜜（密集・
密閉・密接）に留意しつつ社会活動が徐々に再開した。本学部でも学生の講義は９月まで
webで行われるが、病院実習は再開し始めている。まだまだ、第２波に対する懸念は消え
去らない。
我々医療人は、感染に対する知識をしっかりと持ち、自らの感染予防と患者の感染の治
療に当たらなくてはならない。スペイン風邪で医療崩壊したとあったが、コロナ感染症で
は、一部の病院を除き、社会全体の医療崩壊は免れていると思われる。やはり徹底した感
染防御対策が重要で日頃から、徹底した手洗い、マスクの適切な使用法、ガウンテクニッ
ク、アイシールドの装着、また防護服の着脱などについて熟知し、実践できる能力を身に
着けておく必要がある。一方、海外との交流が完全に途絶し、輸入輸出が全く機能しなく
なり、資源の少ない日本は危機的状態になると予測された。医療材料をはじめ医薬品も欠
品となるとまさに医療崩壊を迎える。特に医薬品についてジェネリクスが多く使用はされ
ているが、日本で自ら開発創生できる土壌が奪われており、このような事態になった時に
は付けが回ってくる。日頃からの自給自足の心構えが必要と感じている。
このような中でも研究活動は継続され、執筆された先生方には敬意を表したい。
